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－ 欧州事業の役割を再定義／シナリオプランニングの作成
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本レポートでお伝えしたいこと

1. EUはロックダウンを7月以降も延長する可能性は低いため、
事業再構築時期を検討している日本企業は、今、準備を始めた方が良い。

2. 欧州経済は悪化しているものの市場の予想を超える程、深刻ではない。
また経済危機を迎えても、欧州連合（EU）の基本戦略であるグリーンディー
ル政策の方針に変更はない。

3. 自社にとっての欧州事業／市場の役割を再定義し、
かつ、今後の市場の変化に合わせて迅速な行動がとれるような
シナリオプランニングを、早い段階で検討されることをお勧めする。
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EUが推奨するロックダウン期限の目途は6月中旬である。
6月15日以降、欧州各国はロックダウン解除に向けて動く可能性が高い。

1. 欧州のロックダウン解除に関する状況

欧州Covid-19主要国のロックダウンに関する状況 （感染者数／移動制限）

• Covid-19の新規感染者数も減少しており、EU各国も移動制限を解除する動きを見せ始めている。

EU

Covid-19感染者総数
欧州上位5ヵ国

総感染者数
（5/22時点）

1日平均あたりの
新規感染者数（人）

移動制限解除に関する欧州の規制動向

2月 3月 4月 5月*

イギリス 254,199人 1 811 4,870 3,606

スペイン 234,824人 2 3,044 3,967 930

イタリア 228,658人 40 3,376 3,322 1,008

ドイツ 171,850人 2 2,171 3,058 814

フランス 141,850人 3 1,657 2,555 601

6月 7月
EU推奨の国境
封鎖保持の期限

EU域内への移動を許可
3日

EU域内への移動は、州政府の判断で許可 ・・・

一部地域で外出制限を緩和 15日（制限期限）

政府は、学校/店舗再開を希望 ・・・
1日

・・・

7日（制限期限）一部地域で
移動制限を緩和

出所） WHO、各国の日本大使館をもとに作成
* 5/1 – 5/22までのデータを利用し算出
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EUがロックダウンを7月以降も延長させる可能性は低いと推察する。
事業再構築時期を検討している日本企業は、今、準備を始めた方が良い。

• 観光のハイシーズンである夏もロックダウンを続けた場合、
EU全体へ与える政治/経済両面でのインパクトは大きい。

2. 7月以降もロックダウンを延長する可能性

EUのロックダウン延長を阻害する要因 （政治／経済／社会）

出所） World Travel & Tourism Council 、世界銀行、現地メディア等、各種記事より作成

当該国の経済問題
はEU全体へ波及し

やすいため、ロック
ダウン延長は厳しい

EU平均値

EU各国内の「GDPに対する観光産業が占める割合」 欧州感染者数上位国における状況

• 忍耐力があり危機に際し団結していたドイツ国民でさえ、
ロックダウンに耐えられなくなっている。

München（5/9）

Frankfurt（5/16）Stuttgart（5/16）

22.0 %

13.9 %

12.5 %
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ロックダウンの経済損失は大きいが、市場が予想する程深刻でない。
2021年には2017年水準まで欧州のGDPは回復すると、EUは予測する。

3. ロックダウンによる欧州経済への影響度 （2020年5月時点の分析）

欧州のGDP成長予測分析 （欧州委員会公表の値を分析）

• 欧州委員会は5月、2021年迄の実質GDP成長予測値を公表した。

• 上記GDP予測値の度合いを理解し易くするために、指数化した。

• 具体的には、2017年の各国GDPを100と置き（指数化し）、
欧州委員会予測値の位置づけを視覚化した。
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イギリス
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アメリカ

中国

2017年水準
まで回復す
る見込み
（EUの見解）

注1） EUのデータはすべて、
イギリスを除くEU27か国の値。

注2） 2017-2018年の中国、
アメリカ、日本の実績値は
OECD公表値を利用。

注3） 中国の指標値は大きいため、
左図では2019年以降の線を
省略していることに留意。
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ユーロ圏の総合購買担当者景気指数（PMI）

サービス業PMI

製造業PMI

【Tips! ： 5月の経済回復速度は市場予想を超える】
ＩＨＳマークイットは、以下の数値を5月21日に発表

（出所） 5月21日 ロイター通信記事
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欧州で環境保護のデモ活動

「ﾌﾗｲﾃﾞｰﾌｫｰﾌｭｰﾁｬｰ」が活発
化し、環境保護意識が高まる

コロナによる経済危機の状況下にあっても、
「環境ビジネス推進」へ向けたEU政府の姿勢は変わらず積極的である。

4. ロックダウン後のEUの経済方針 － 「気候変動防止」と「経済発展」の両立

Covid-19による経済危機状況下でも変わらぬEU政府の「環境ビジネス」へ向けた姿勢

欧州議会選挙
の結果

（2019年5月）

欧州委員会
新体制で始動
（2019年12月）

Covid-19による
経済危機

（2020年5月現在）2018年

欧州議会で環境派政党が勢力拡大

環境保護派政党が占める議席割合

48% 50%

選挙前
（2014-2019）

選挙後
（2019-2024）

欧州の
潮流

欧州委員会フォンデアライエン新委員長は、

環境保護と経済を両立させる「グリーンディール
政策（ The European Green Deal ）」を開始した

EUの
政治/政策

経済危機下でも目立つ、「気候変動」に関する政府の言動

「EU経済回復の中心は、環境・デジタル」と発言
（ 5月6日 フォンデアライエン欧州委員長 ）

出所） 欧州議会、欧州委員会、日経新聞、各種ドイツメディアの記事より作成

共同会見で「5千億€の復興基金は、復興及び気
候・デジタルのEU目標へ使われるべき」と強調。
（ 5月22日 メルケル独首相 / マクロン仏大統領）

「環境ビジネス市場」創造のフェーズ1「環境ビジネス市場」創造のフェーズ0.5

• 欧州は環境に対する関心が年々高まっており、気候変動防止と経済発展の両立を目指す「環境ビジネスの世界の中心」と言える。
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欧州市民の環境への関心は、失われていないと推察する。
欧州の環境ビジネス市場の魅力度は今後も増していく可能性がある。

5. ロックダウンを経ても変わらぬ欧州市民の環境意識

Covid-19による経済危機状況下における欧州市民の環境への高い関心

出所） ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄでの視察、ドイツメディア報道記事、欧州自動車工業会より作成

2020年5月のドイツにおける環境保護の市民運動 欧州市場の自動車販売状況

• 2020年と2019年の1月～3月までの欧州*1の自動車販売台
数を比較した。結果、前年度比で26%販売が低下。

• しかし逆に、EVの販売は大きくプラス成長。

• 左部写真は5月14日のミュンヘンのデモの様子。
BMW決算発表日に合わせ、BMW本社前で実施された。

• 右部写真は5月15日にﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄで実施された、ﾌﾗｲﾃﾞｰ･ﾌｫｰ
･ﾌｭｰﾁｬｰのデモの様子。規模や勢いは以前程大きくない。

-26 %

+58 %

+127 %

*2 *3

*1 「EU + UK + EFTA」の合計値。
*2 Battery Electric Vehicles略称。電池のみで走行する。
*3 Plug-in-Hybridの略称。電池とエンジンで走行する。

環境車は不況でもプラス成長
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欧州戦略検討において「環境ビジネス」の視点は重要

欧州外資本の企業の中には、ロックダウンの期間中に
欧州経済の本格再開に向けて戦略を再考／準備する動きも見られる。

6. 「環境」をキーワードに欧州戦略を検討する企業の例 （2020年4月～5月の動向）

Covid-19による経済危機状況下における企業動向の一例

情報の分類
欧州戦略を再考する企業の事例

1. 欧州への投資を拡大 2. 欧州事業を拡大 3. 欧州事業をスリム化

企業名

概要
• 欧州のｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ向け投資ファン
ドを、独VC企業と共同で設立する
と発表。（5月14日）

• 欧州事業拡大戦略／高級EV投入
を発表。（5月4日）

• 欧州はSUV市場に集中との報道。
（5月4日-22日）

方針のポイント

【環境ビジネス領域も投資対象】
• 「持続可能性、分散化、接続性、
セキュリティ」をキーワードに投資。

• 具体的には、以下分野に集中。

「スマート製造、産業ロボティクス、
産業サイバーセキュリティ、循環
型経済、ビジネス効率性、産業シ
ステム上のフィンテック、分散化
台帳技術等」

【EV事業を長期的に強化】
• 長期的には、商用車やトラックの

EVを欧州市場へ投入することを
見据え、まずは乗用車のEVを投
入すると、BYDは発表。

• また独メディア記事によると、
5万ユーロ程度の高級EV（乗用
車）をBYDは投入すると報じた。

【事業縮小はするが撤退はしない】
• スペイン工場閉鎖を検討等、日米
中以外の世界中の事業を縮小。

• 欧州はSUVに集中。（高級車ｲﾝﾌｨ
ﾆﾃｨは年内販売終了の予定）

• 5月28日公表予定の中期経営計
画では、3社連合（ﾙﾉｰ,三菱）間で
の「生産体制再編、EV開発」の連
携が柱になると報道された。

• 欧州域外資本の企業がロックダウン期間中（4 - 5月）に発表/報道された欧州戦略を、以下でまとめている。

出所） 各社ニュースリリース、ロイター通信、ブルームバーグ、日経新聞報道記事

注）日産に関しては中期経営計画発表前の報道を元に作成
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「①欧州拠点の役割を再定義（確認）」、「②シナリオプランニング」を、
早い段階で検討・準備することを、お勧めします。

欧州事業再開へ向けて奮闘する日本企業へ向けた応援メッセージ

早期の検討・準備を推奨したいアクション

• 不確実性が高い状況であるが、発生しうるシナリオと対策を予め準備することで、リスクはある程度コントロールが可能となる。

欧州経済が
本格的に再始動?

（7月）

不確実性が高い
• Covid-19の第2派? 収束?

• 米中関係が欧州経済に影響?
2020年

現在
（5月末）

シナリオに沿って
戦略を実行

シナリオプランニング
欧州拠点の役割を
再定義（確認）

2 31

検討・準備

欧州で事業を継続
する価値/目標は?

推奨したい
アクション

イシュー
インパクトが大きい
シナリオ/対策は?

【参考】今後、注目したいﾏｸﾛｼﾅﾘｵ動向
✓ EUの中国戦略の変化
✓ 企業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの見直し
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欧州ビジネスのご相談は、ドイツ戦略コンサルティングまでご連絡下さい。

レポート発行元 / お問い合わせ先

名称： ドイツ戦略コンサルティング (German Strategy consulting)

代表取締役； 和田秀之

所在地： Frankfurt/M, Germany

URL： https://eu-strategy.com

E-mail : h.wada@eu-strategy.com

事業： 事業戦略コンサルティング

執筆者／代表について :
大学卒業後、東京の欧州系コンサルティングファームへ入社。その
後、大手日系コンサルティング会社のインド法人にて、日系企業のア
ジア・中東エリアの事業戦略に関する支援業務に従事。独フランクフ
ルトにてFBC Business Consulting GmbHの事業戦略部門長として
日本企業の支援を担当した後、2019年に同事業を独立させる。
FBCとは協業関係を継続。またコンサルティングだけでなく、欧州向
けシェアリングエコノミーWEBサイトを自らスクラッチで構築する等、
ITビジネスの事業経験も有する。

和田秀之
(Hideyuki Wada)

※本書はFBC Business Consulting GmbHの発行として、欧州現地の多くの日本企業様にも配布しております。
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